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日本の残暑は厳しいようですね。こちらは今の季節は毎日雨が降りますので気温が和らげられ、熱帯圏にいるとはいえ予想以上に過ごしやすいです。５月以降まだ一度もエアコンのお世話になっていませんし、暑い外から帰ったときは水浴びをすればOＫです。
雨期とはいえこちらの雨は終日降るのではなくて、一時的にかつ局地的に降り、その境界は非常にはっきりとしています。それゆえ雨に向かって道路を車で走って行きますと向こうの方から雨がざっと走って来るのが見えます。車がそこへ突っ込むと突然雨が降り出し、一寸先も見えないほど激しく降ってきますが、通常10分も走ればまた乾いた道路にとびだします。一般的に午前中は雨が降ることが少なく、午後になると降り始めます。とくに山間部では昼過ぎからゲリラ的に降り始めます。David市のような平坦部では夕方から夜にかけてたっぷり降ります。

パナマは気候的に周年暑いので、女性も男性も半袖が大半ですが、ときどきネクタイをしめた背広姿の紳士も見られます。一方、女性ではきちんとしたスーツを着て、ヒールを履いた人も少なくありません。我が勤め先のIPACOOPでも男性は長袖にネクタイ着用、女性は灰色の制服で中に着るシャツは曜日によって変わります（月―赤色、火―クリーム色、水―薄い青色、木―薄いピンク色）。彼女達で取り決めているのでしょう。金曜日は制服ではなく、個性的な服装です。靴は爪先が見えたらだめだそうです。男性も女性も１着だけは勤め先から配布されるそうです。

今回は我が勤め先で行われた二つのタイプの宴会を紹介します。

ブリンディス

パナマばかりでなく、前の任地のパラグアイでも行われた行事で、研修会やセミナーが終わったあと必ず行われます。講師、事務局、参加者全員が集まって立ったまま軽食をとることです。我が勤め先でもよく行われ、人数が予想外に少ないと部外者までお余りがまわってきます。

一例、　焼きめし、果物、飲み物、

　　　　キャッサバの蒸した物、肉片、果物、飲み物

　　　　ジャガイモの揚げ物、エンパナダ、果物、飲み物

飲み物はコーラかジュースで、ビールやワインが出ることは通常ないようです。それを食べたあとは三々五々散会します。

フィエスタ

　友人や親戚が集まって飲み食いする集まりです。パナマ人は非常に大好きで、我々日本人にとっては騒音としかいいようのない馬鹿でかい音量でパナマ独特の音楽を夜遅くまでがんがん流します。６月に行われた一例を紹介しますと。

父の日、ベビーシャワー、誕生日等を合わせたお祝いの集い

IPACOOPではいろいろな行事をダシにしてフィエスタ（お祝いの集い）を開き、職員の親睦を図っています。とくに支局長（女性）が大好きですので大いに盛り上がります。今回は我が家でと打診され、家のお披露目にもなることだし、快諾しました。費用は女性達が10ドルづつ集めて開く予定とのことでしたので、私も少しばかり寄付をさせてもらいました。予算外の収入が入ったので、女性達はフィエスタの規模を変更して少し豪華にするとのことでした。

前日から女性達は張り切って買い物に走り回り、当日は午後になると姿がみんな消えてしまいました。分担して料理や不足物品の購入、フィエスタの飾りつけの準備をしているようでした。

午前中にイス、音響装置など大物が運び込まれ、４時なると先発隊が我が家へやってきて会場の設営におおわらわ。やがて女性達もそれぞれに分担した料理、食器、男性達への贈り物などを抱えてやってきました。参加人員は約40人と大所帯。普段顔を会わせる機会の少ない女性もかなりいました。

始まったのは５時半頃で、フィエスタの進行はすべて女性が分担して行われました。あらたまった支局長からの挨拶はなし。

・開会の言葉

・神への感謝の言葉とお祈り

・高校生（女性）３人によるダンス

・おつまみと飲み物のサービス

・女性が男性達の胸に父の日の記念ワッペンを着けてくれる

・ダンス

・女性から男性達への贈り物とベソ（抱きついて頬にキスをする）

それぞれの男性に合わせた贈り物で、私はチリキの壁掛けと置物をもらいました。すぐにその場で開いて中身をみるのが習慣のようです。

・女性達が各男性の歩き方の特徴をとらえて、それを実演し、それが誰であるかをあてるゲームをしましたが、男性達の特徴をうまくとらえていました。

・食事

五目焼きめし、焼き肉、トウモロコシの粉を練って蒸した物、ジャガイモと野菜のサラダ

・今日が誕生日に当たる女性に対して記念品と歌のプレゼント（日本と同じメロディ）

· 大きな人形を棒でひっぱたいて壊し、中からこぼれ出る飴をみんなが拾い集める

　　私がその役割をおおせつかったが（６月は私の誕生月）、勝手が分からないことと、丈夫に作られていたのでなかなか壊れませんでした。　　

・ベビーシャワーのお祝い

男性職員がベビー誕生に関する事柄をいろいろな身振り動作で、照れくささもかまわず、上手にやっていました。

　衣服の下に風船を入れて妊婦の真似をして歩く

　腰のバンドにお尻側でひもを垂らし、その先に鉛筆をぶら下げ、しゃがんで下に置いたコーラ瓶の中に手を使わずにうまく入れる（難しい作業ですが、どんな意味があるのか分かりません）。

　赤ん坊のはいはいする姿を演ずる

　赤ん坊の代わりに女性職員をだっこしてあやす

女性職員が太股の間に25セントの硬貨を挟んで歩き、前に置いたコップの所で足を開いて中に落とす。

子供が産まれる夫婦（女性が職員）に対して赤ん坊用のバスタブにプレゼントを山のようにいれて贈ります。まず司会者が贈り物につけられたメッセージを読み上げ、もらった女性は１個ずつ開いて中身をみんなに見せます。洋服、くつ、帽子、タオル、オモチャなどいろいろ。30個余りの贈り物を１個づつ開くのも大変な手間と時間がかかります。

・終わりに当たり、神への感謝の言葉と祈り

・解散

料理のあと片づけをする者、帰る者、居残っておしゃべりする者、さまざまでしたが、半分程度はしばらくの間居残っていました。最終的には飲み助が４～５人残り、全員が帰ったのは11時を回っていました。

　予想通りフィエスタの間、大きなスピーカから大音量の音楽ががんがん響いていました。よくこれで辛抱できるなと思う位でしたが、彼らは平気のようです。アルコール（砂糖きびから作った蒸留酒）は食事のあと出てきましたが、飲みたい者だけが飲むようでした。なお、これらの行事は司会者がプログラムに基づいて進め、みんな陽気にフィエスタを楽しんでいました。　　　　　　　　　　　　　　

